
 

 

第１２６１回 例会 ２０１６年（平成２８年）１１月１４日    

(ロータリー財団月間) 

 

前回（１１月７日）例会記録 

◇プログレス 岡本 茂 副ＳＡＡ  

  

１．来客紹介 親睦委員会 中村 一 親睦委員 

ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：６名 合計:６名 

 

２．11月お誕生月会員お祝い 

 

 斧原 秀夫 会員 （１１月 １日） 

 小山 章松 会員 （１１月 ５日） 

 西村 文延 会員 （１１月２８日） 

 

 

 

 

３．会長の時間 松谷 廣信 副会長 

 今日は、ご来客の皆さま、ようこそお出で頂きました。ごゆっくりおくつろぎ下さいませ。 

先週は例会休会日でしたので、2週間ぶりの例会という事になりますが、先週より新川会長が検査の為に再入院なさって 

おられ、今日はお休みですので、私が会長の時間をつとめさせて頂きます。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 岡本 茂 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「船場ソング」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 卓 話  「食について」 林  拓 会員 

○ 理事会 ３１階「ローズ」 １３：４０～１４：４０ 

・ 故郷の空 

・ 友達賛歌 

・ 峠のわが家 



 

 

さて、今月は財団月間となっております。ロータリー財団に関しては、毎年幾らかの財団寄付を行い、それを基に 

ポリオの撲滅など、ロータリーならではの素晴らしい奉仕活動が実施されていますが、船場は毎年、個人預り金の中から 

自動的に寄付されているという事もあって、個々人の認識がどうしても希薄になりがちでは、と思っています。また、地区 

補助金、グローバル補助金などについても、手続きにそれなりのややこしさがあり、ついクラブ内だけでの奉仕を考えて 

しまいがちですが、今月は財団月間という事ですので、皆さんと一緒に改めて、財団資金の活用を考え、積極的な奉仕 

活動に結びつけて行けたらと思いますので、宜しくお願い致します。 

 話は変わりますが、明日8日はアメリカの大統領選挙。今週の一大関心事ですが、結果はともかくとして、クリントン氏と 

トランプ氏の戦いは、終盤になって、本来の政策論争よりもスキャンダル合戦の様相を呈しています。また、隣の韓国でも 

大統領のスキャンダルで大変な問題になっている様です。 

こんな報道を目にして、改めて思うのが危機管理の問題です。これは、政治のみに関わらず、個人も企業も同様で、 

常に危機管理の重要性を頭に於いておかなければと思い知らされ、同時に、私の仕事の重要性を再認識させられている 

今日この頃です。会長の時間はこれで終わらせていただきます。有難うございました。 

 

４．委員会報告  

◎国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

いつも歯科医療奉仕活動にご理解ご支援頂きあいがとうございます。 

１０月２６日（水）に八尾市立竹渕小学校において２学期の授業を行なって参りました。 

今回は７月にバヌアツ共和国での歯科医療奉仕活動に行った際、東京の小学校５年生の伊藤ひなたちゃんが 

ボランティアとして参加しました。その時の活動内容や感想文を生徒達に紹介しました。 

 又、タンナ島ラナケル・ハーバービュー小学校と八尾竹渕小学校との絵画の文化交流について授業を行ないました。 

今回のバヌアツでの奉仕活動について、宮崎テレビ放送局で放映されました。 

来年は２月に行うフィリピン・カオハガン島でのボランティア活動についての授業を行なう予定です。 

 これからも、ご理解ご支援宜しくお願い致します。 

 

◎規定情報研修委員会 澤田 宗久 委員長 

 この度、岡野秀章会員、大久保英範会員が入会して頂きました事は大変喜ばしいことであります。 

斎藤満委員を講師としてお招きし、規定情報委員会を開催致します。 

新入会員と共に、ロータリー精神とロータリーの基礎知識を学ぶ絶好の機会でありますので、対象となる会員と会員 

各位の皆様のご参加をお願い致します。 

日  時：１１月２８日（月）ＰＭ６時～ 場  所：大阪倶楽部（淀屋橋） 

 皆様宜しくお願い致します。 

 

◎親睦委員会 溝畑 史子 委員長 

①本日１８時から新入会員歓迎会がございます。今回は和泉ロータリーの次年度の会長様にご紹介いただいた餃子が 

メインの中華料理店「李家風餃子房」で開催いたします。会費は８０００円となっておりますのでよろしくお願いいたします。 

②クリスマス家族懇親会は12月１９日（月）に開催いたします。今年も例年通り、オークションをさせていただきたいと 

思っておりますので、1万円程度で落札されるような商品のご提供の程よろしくお願いいたします。 

 

５．ニコニコ報告 岡本 真太郎 親睦委員 

斧原 会員‥‥今月で傘寿を迎えました。「人生至る所に青山（セイザン）在り」 

小山 会員‥‥本日の新入会員歓迎会を楽しみにしています。 

澤田 会員‥‥先週、八尾市立竹渕（たこち）小学校においてバヌアツ共和国タンナ島レナケルハーバービュー 

小学校との文化交流について授業を行って来ました。いつもご支援いただき有難うございます。 

中村 会員‥‥テーマにして頂き、誠に有難うございます。 



 

 

塩尻、渡辺、岡本(真)、栗原、甚田、松永、片岡、杉浦、松谷、宮原、大磯、沖、小山、大久保、平山、俣野、清水、 

井澤、北野、大嶋、高階、伊藤、林、 

各会員‥‥青山学院大学 全日本大学駅伝初優勝おめでとうございます 

斧原、小山、西村、各会員‥‥１１月お誕生月 

斧原 会員‥‥１１月創立記念日 

今泉、小山、俣野、各会員‥‥１１月結婚記念日 

 

６．出席報告 岡本 茂 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３３名 出席率８３％ 

第１２５８回（１０月３日） 修正出席率 ９５％ 

 

７．卓  話  「他人のお世話になるという事」  上月 環 会員 

 

 人々の最期の日々を、その人らしく尊厳を持って過ごして頂きたい、そんな思いで施設を開設 

いたしました。 

そして最近、障がいのある方への支援も行うために、資格を取りに行く研修の中で、寝たきりの障害者、

高齢者を殺害する事件が相次いで起きました。 

ネットの世界では、障害者や自業自得の成人病患者に対する社会資源の無駄使いとか、心無い 

投稿が寄せられ、私自身も、障害者研修の中での障害者の現実を知り、自分の中で消化出来ない 

事に出会い、何とか自分自身で納得いく気持ちで仕事に向かいたいと葛藤模索致しました。 

自分として考えがまとまらず、このままでは障がいのある方の支援をお仕事には出来ないと思い、そして色々考えました。 

母が闘病中、いつも「何も出来ない」ではなく「何もしてあげられない」「生きていても仕方ない」と言っていた事を思い出し、 

改めて人の世話になって生きる事の意味を考えるようになりました。 

障害の研修で出会った事例は、全くの寝たきりで、何とか生理的な痛い、気持ち悪い、心地よいと言った反応が表情から 

解る人にはわかると言った状況の人を、両親が喜ぶからと、障がい保険にてヘルパーさんを使い、ボランティアを使い、 

山登りをしている。その方は日常生活で障がい保険より１５０万以上医療保険も数十万かかっていると思いました。 

社会保障が充実していない所では、全額自費になります。両親が働いて工面したお金でその子が喜ぶからと行うのは全く良

いのですが、税金ですよと心で思う私がいました。 

また私は介護保険が専門ですが、介護の支援では直接生き死に生活に関わること以外厳しく規制されています。 

例えば障がいのある方がボーリングや映画、旅行に支援を受けられるのに対し、老人は生活に必要な買い物、選挙、病院、

公的な手続きに限られています。お墓参りも散髪も全てダメ！食事作りも、障がいの方が母親なら母親として役割を持って生

きるために家族への食事作りは支援が受けられますが、お年寄りは今までおばあちゃんが家族の食事作りをしていたのに

おばあちゃんの役割は果たせず、介護が必要になったおばあちゃんの食事のみ支援が受けられる。 

今どんなに支援が必要な人になったとしても、今まで社会に貢献してきた高齢者がそんな状態。私たちがいずれ迎える高齢。

障害者だけずるい、そんな気持ちが芽生えます。 

自然界ではどうでしょう？弱った生命体は食べられてしまう。劣った生命体は自然淘汰される。人間は医学の進歩で自然 

淘汰される生命が生き延びる。 

でも知能の高い象は弱い仲間を守るし、クジラは本来閉経したメスは種の保存としては不必要なのに乳母としての役割を 

持ってグループに居るとか。 

一つは種としての人間は不完全な状態であっても、仲間を生かせる。滅びないという考え方だから他の種よりはびこれる。 

もう一つは主人が話してくれたことです。主人は人に線を引く行為が人としていけない。障がいがある高齢になり、人の世話

が必要、認知症や精神病を患いその人でなくなる。初めから知能が低い、危険があるような自分を制御できない犯罪を犯す

かもしれない脳の器質的変化がある人、税金が払えない人、社会の負担になる自堕落な生活で健康を害した人、沢山の人

を泣かしてきた悪人、といった線を引く理由があっても線を引いてはいけない。 



 

 

いずれ車いすだから、見た目が不潔だから、そのうち醜いから、ブスだから、太っているから、エスカレートするだからに線を

引いてはいけない。人として社会に生まれて生きている限り社会は面倒見るべきだと言いました。 

もう一つは雑誌の中で見つけた神父様の」『人生の秋に』の言葉です。 

楽しい心で年をとり、働きたいけれども休み、しゃべりたいけれども黙り、失望しそうな時も希望し、若者が元気いっぱいでも 

妬まず、人の為に働くよりも謙虚に人の世話になり、弱って役立たずとも親切で柔和である事と言う文です。 

 

８．イニシエーションスピーチ  大久保 英範 会員 

 

小島様、藤野様（退会）からご推薦いただき、９月に入会させていただきました大久保英範です。 

どうぞよろしくお願いいたします。この場をお借りしてお二人に感謝を申し上げます。 

現在は、南森町に妻と次女と3人で住んでおります。 

なぜ、南森町に住んでいるのかというと、たまたま妻が大阪天満宮の宮司の娘で、近くにいると妻の 

両親、妻、私も含めて何かと便利であるということからです。 

生い立ちは昭和３１年 兵庫県尼崎市で生まれ、昭和５０年 同志社大学 経済学部、昭和５４年 大丸心斎橋店入社、 

平成２８年 大丸興業入社という経歴で、学校・仕事関連を含め京阪神間で暮らしてきました。 

大丸には３７年間勤めました。心斎橋店の紳士服飾を担当し、神戸店では、神戸店復興計画に参画し店づくりの考え方を 

体験いたしました。平成１６年大丸本社・営業改革推進部第２次営業改革を行いました。お取引まかせの売場が多く品切れ

を防ぐ目的で大半の売場で「商品を単品で発注して単品で管理する」ということを進めました、結果２年くらいは売上が上がり

うまくいきましたが、商品在庫が多くなったことと、発注するバイヤーの員数が多くなったため効率化という視点で一部を除い

て中止することになりました、今思えば私の大きな失敗でした。その後平成１９年松坂屋と経営統合することとなり事務局の 

一員として業務しましたが、経営統合での一番の視点はどちらの仕組み・システムを併存するのではなく「どちらか優れて 

いる方に片寄をするのが最適」であるということと「経営の強い意志」がなければならないということを学びました。平成２３年

から大阪お得意様営業部長として外商を担当いたしました。就任にあたり「人員の削減はしない」、「経費は必要に応じて 

使う」ということをコミットメントすることにより外商員に安心感とやる気を起こすことによって、VIP顧客が増加し売上予算を 

５年１０期連続予達成することができました。 

本年５月２７日より、大丸興業に入社いたしました。会社の紹介をさせていただきます。 

 

創業は、１９３３年３月１４日 創業８３年となります。 

資本金は１８億円、売上高は６００億、従業員数は２３５名です。 

国内事業所は、大阪、東京、名古屋、大分、長野の５か所。 

海外事業所は、香港、南沙、ホーチミン、ヤンゴン、ジャカルタの５か所。海外子会社は、上海、タイ、台湾の３社。 

 

＜主 な 取 扱 い 品 目＞ 

１．化学品、２．金属樹脂加工品・素材、３．住宅・建築資材、４．電子部品、５．食品（製品）、６．食品（原料）、 

７．自動車、８．各種サービス 

色々やっておりますが、１つ１つの規模が小さく悪戦苦闘中です。 

その中でも、今後「自動車」「アセアン」に注力していく所存です。 

 

今後、諸先輩方のご指導を頂きながら、地域・社会貢献に取り組んでまいりますので宜しくお願いいたします。 

 

 

 

☆次回１１月２１日（月）例会予定 

                     ・社会奉仕フォーラム：高階委員長 ～１４：００延長 


